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ご使用にあたっての注意 

・このソフトウェアおよびマニュアルの複製を禁じます。
・ケーブルは必ず専用の物をお使いください。
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Ⅰ. はじめに 

データエクスチェンジ（Data Exchange）の概要 

ピツニーボウズ郵便料金計器の部門集計データを PC上に取り込み加工できるようにするアプリケーションです。 
 

必要なシステム構成 

・Pentium4または同等以上のプロッセッサーを搭載したパーソナルコンピューター 
・USB ポート 
・Microsoft Windows 95B(OSR2)/98SE/NT4.0(SP4以上)/2000(SP2)/XP/7日本語版。 
・オリジナルバージョンのWindows95、95Aでは使用できません。 
・Windows10ではサポートしていません。 
・500MB 以上のディスク空きスペース 
 

パッケージの内容 

■ Data Exchangeアプリケーション CD-ROM  １枚 
■ ユーザーガイド              １冊 
■ 専用 USBケーブル（新規ご購入時のみ） １本 
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インストール手順 
① Data Exchange Version 4.2.5 のインストール 

1.  DataExchangeを使用するパソコンを起動して、管理者アカウントでログインします。 
2. 「Data Exchange Version 4.2.5」 の CD を CDドライブに挿入します。 
3. 「自動再生」画面が自動表示された場合は、「フォルダーを開いてファイルを表示」 をクリックします。自動表
示されない場合は、エクスプローラー等で CDドライブを開きます。 
「自動再生」 画面では、「setup.exeの実行」 はクリックしないようにしてください。インストールが正常終了しま
せん。 

 
※OSによっては、「1.」～「6．」が表示されず、「7.」 の画面が表示されます。 
 
4. 下画面で、「setup」 を右クリックします。 
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5. 「管理者として実行」 をクリックします。 

 
 
6. 下記の様なユーザーアカウント制御の警告画面が表示された場合は、「はい」 をクリックします。 

 
 
7. 「セットアップ言語の選択」 画面で、「日本語（日本）」 を選択し、「OK」 をクリックします。 

 
 
8. 下画面で、「次へ」 をクリックします。 
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9. 使用許諾契約画面で、「同意します」 にチェックを入れて、「次へ」 をクリックします。 

 
 
10. 使用するユーザー情報 「ユーザ名」 を入力します。続いて、「このｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを次のユーザに対してインストー
ルします」 欄で、該当する方にチェックを入れて、「次へ」をクリックします。 

 

 
11. インストール先を確認し、「次へ」 をクリックします。変更する場合は、「変更」 をクリックし、インストール
先を指定します。 
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12. 下画面で、「インストール」 をクリックします。 

 
13. 下画面で、「完了」 をクリックします。 

 

 
14. 右上の 「×」 をクリックしてウィンドウを閉じます。以上でインストール作業は終了です。 
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② Data Exchange Version 4.2.5 の起動及び動作確認 

1. 管理者アカウントでログインします。 
2. USBケーブルもしくはシリアルケーブルで、集計を行う郵便料金計器とパソコンを接続します。ケーブルによっ
てはドライバー等のインストールが必要な場合があります。ケーブル製造元のインストール方法に従ってください。
また、USB接続の場合は下のような画面が表示され、自動でドライバーソフトウェアがインストールされることを確認し
ます。 

 
 
3. 「Data Exchange」 のアイコンを右クリックし、「管理者として実行」 をクリックして、Data Exchangeを起動
します。 
※Windows XPの場合、アイコンをダブルクリックし、「5.」 に進みます。 

 
 
4. 下記の様なユーザーアカウント制御の警告画面で、「はい」 をクリックします。 
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5. Data Exchangeがエラー表示等が無く、正常に起動することを確認します。 

 
 
6. 「プログラム」 → 「セットアップ」 → 「ポート」 をクリックし、接続している該当のポート（USB or COM
ポート番号）を設定します。「選択されたポート」 欄で選択後、「適用」 をクリックします。 「OK」 をクリック
します。 

 
※【接続ポートについて】 
モデル：DM100型/DM100S型/DM300c型/DM400c型をご使用いただいているお客様 
USBポートのため、「USB1」 を選択してください。 
注）PC に USB ポートが複数ある場合、別のポートに接続するとエラーになる場合がありますので、同じポートを
ご使用ください 
 
モデル：DM400 (K) 型/DM500 (K) 型/DM550 (K) 型/DM800 (K) 型/DM1000 (K) 型（77または 88で始まる機
械番号)をご使用いただいているお客様 
シリアルポートのため、「COM1～8のいずれか」 を選択してください。 
 
【COMポートの確認方法】 
PC のスタートボタン → コントロールパネル → デバイスマネージャー → ポート(COM と LPT)を開き、
郵便料金計器と接続している COMポートを確認してください 
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7. 「選択」 → 「メーター」 → 「取り込みと保存」 をクリックして郵便料金計器の集計データが取り込めること
を確認します。 

 
※【部門集計データのクリアについて】 
「取り込みと保存」を押すと同時に、自動的にマシンの部門集計データをゼロにクリアするには「期間：はい」に設
定する必要があります。 
【設定方法】プログラム→セットアップ→期間→「はい」を選択→OKを押す 
 
※「期間：いいえ」に設定されている場合は、マシンの部門集計データは自動的にゼロにクリアされません。 
マシン本体で部門集計データを手動でクリアしてください。 
注）部門集計データをクリアすると元に戻すことはできませんのでご注意ください。 
期間途中でデータを確認したい場合、「取り込みのみ」 を選択しますと、その時点でのデータを確認出来、データも
クリアされません。 
 
8. 標準ユーザーアカウントで使用する場合は、一旦ログオフし、標準ユーザーアカウントでログインします。 
 
9. 「Data Exchange」 のアイコンをダブルクリックして Data Exchangeが正常起動することを確認します。 
この時に、「C:\XXXXXXXX\Pitney Bowes Tools\Data Exchange\DataExch.mdbʼを開くことができませんでした。
ほかのユーザーが排他的に開いているか、データを読み取る権限がありません。」 の表示が出た場合は、次項目の、
「③．標準ユーザーアカウント使用時に警告メッセージが表示した場合の対処方法」 の作業を実施してください。
正常起動した場合は手順「10.」 へ進みます。 
 
10. 「プログラム」 → 「セットアップ」 → 「ポート」 をクリックし、接続している該当のポート（USB or COM
ポート番号）を設定します。 
 
11. 「選択」 → 「メーター」 → 「取り込みと保存」 をクリックしてメーターの集計データが取り込めることを
確認します。 
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③ 標準ユーザーアカウント使用時に警告メッセージが表示した場合の対処方法 

標準ユーザーアカウントで DataExchange を起動した場合に、下画面のように 「C:\XXXXXXXX\Pitney Bowes 
Tools\Data Exchange\DataExch.mdbʼを開くことができませんでした。ほかのユーザーが排他的に開いているか、
データを読み取る権限がありません。」 と表示される場合があります。 
この時の 「C:\XXXXXXXX\Pitney Bowes Tools\Data Exchange\DataExch.mdb」 の情報が、この後の作業で必
要になりますので、メモ等に記入しておいてください。 
（ 「C:\XXXXXXXX\･･･」 の部分は OS環境、インストール先等により異なります。） 

 
この警告メッセージが表示された場合は、下記手順にてユーザー権限で DataExch.mdb ファイルが格納されている
DataExchangeフォルダのアクセス許可設定を行う必要があります。 
DataExchangeを起動した場合に、上画面が表示されない場合は、下記アクセス許可設定を行う必要はありません。 
 
1. 管理者アカウントでログインします。 
 
2. エクスプローラー等を開き、上画面表示でメモ等に記入しておいたフォルダ 「C:\XXXXXXXX\Pitney Bowes 
Tools」 を開きます。 
 
3. 下画面の表示になります。 
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4. 「DataExchange」 フォルダを右クリックし、「プロパティ」 をクリックします。 

 
 
5. プロパティが開きましたら、「セキュリティ」 タブをクリックします。 

 
 
6. 「編集」 をクリックします。 
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7. 「追加」 をクリックします。 

 
 
8. 「詳細設定」 をクリックします。 

 
 
9. 「検索」 をクリックします。 

 
 



 
 

 15 

10. 下の様な画面が表示されます。 

 
 
11. 「検索結果」 の欄から、Data Exchangeの使用を許可するユーザーの名前を選択します。下画面の場合は、「標
準アカウントユーザー」 を選択していますので、「OK」 をクリックします。 
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12. 「ユーザー または グループ の選択」 画面で、「選択するオブジェクト名を入力してください」 欄に、ユーザ
ー名が表示されていることを確認します。「OK」 をクリックします。 

 
 
13. 「DataExchangeのアクセス許可」 の画面で、「グループ名またはユーザー名」 欄に、Data Exchangeの使用
を許可するために設定したユーザー名が表示されていることを確認します。 

 
 
14. Data Exchangeの使用を許可するために設定したユーザー名を選択します。 
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15. 画面下の 「（選択したユーザー名）のアクセス許可」 欄で、「フルコントロール」 の 「許可」 にチェックを
入れ、「適用」 をクリックします。 

 
 
16. 「グループ名またはユーザー名」欄で、今回設定したユーザー名を再度選択し、「（選択したユーザー名）のアク
セス許可」欄で 「フルコントロール」 にチェックが入っていることを再度確認し、「OK」 をクリックします。  
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17. 「DataExchangeのプロパティ」 画面で、「OK」 をクリックします。  

 
 
18. 開いているウィンドウを右上の 「×」 をクリックして閉じます。 

 
 
19. 標準ユーザーアカウントでログインし直し、エラー無く Data Exchangeが起動することを確認します。 
 
20. 「プログラム」 → 「セットアップ」 → 「ポート」 をクリックし、接続している該当のポート（USB or COM
ポート番号）を設定します。 
 
21. 「選択」 → 「メーター」 → 「取り込みと保存」 をクリックし、メーターの集計データが取り込めることを
確認します。 



 
 

 19 

プログラムの起動とセットアップ 

Data Exchange プログラムの起動 

・PCのデスクトップ画面から、「スタート 」 ⇒ 「プログラム」 ⇒ 「Pitney Bowes Data Exchange」 ⇒ 「Data 

Exchange」 を開きます。 

 

 
プログラムが起動されるので、まずセットアップを行います（先のテストで設定されている場合は確認となります）。 
「プログラム」 → 「セットアップ」 を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 



 
 

 20 

1. ポート 
専用シリアルケーブルを接続した PC 側のポート番号を選択します。通常 DM100／DM100S／DM300ｃ／
DM400ｃは[USB1]、DM400(K)/500(K)/550(K)/800(K)/1000(K)は[COM1]で設定します。（お客様の PC によ
り、COM2以降の番号に設定する場合があります）。 

2. 期間 
[はい] ―メーターと接続し、「選択」 ⇒ 「メーター」 ― 「取り込みと保存」 ボタンを押すたびに、期間集計

通数と金額が表示・保存されます。メーター内の集計データは自動クリアされます。 「取り込みのみ」 
を行った場合には画面に集計データが表示されるだけです。保存もされず、自動クリアもされません。 

 
[いいえ] ―月に一回集計すれば月計になりますが、日計としてのデータを見ることができません。小計カウン

ターは必要な時にクリアするので、メーター側でマニュアルクリアするか、PC 側で日計のファイルを
作っていく必要があります。 

 
3. データベース 

データエクスチェンジではデータ取り込み後、ある一定期間データを保持します。 
この期間を１から６０か月まで設定できます。ここで設定した期間を超えるデータを、「動作」 ⇒ 「ツール」 
⇒ 「データベース」 でクリアすることが出来ます。 
各設定終了後、「OK(O)」 をクリックするとセットアップが完了します。 

 
4. 金額相違 
  「部門合計」 「期間使用金額」 「金額相違額」 の名称を変更する際、ここで入力します。 
  「金額相違額」 とは差額が出た場合に計上される項目です。 
 
  

① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 
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① メーターデータ画面： 選択したメーターの累計通数、累計金額等の情報を表示します。 
② 部門集計データ画面： 部門毎の使用通数と使用金額を表示します。 
③ プログラム： 
１）セットアップ： 前ページにて説明しています。               
２）終了： Data Exchangeを終了する際に選択します。 
④ 部門管理： DM100/100S/300c/400c/DMシリーズの集計情報取り込み部門入力、集計データの入力等を行い

ます。 
⑤ 選択： 

１）「記録」 
過去に保存したデータを復帰させることができます。メーターシリアルナンバーといつのデータかを選択し、
OKボタンを押します。すると選択したデータが画面に表示されます。 
２）メーター 
A. 「取り込みのみ」： メーターのデータを PCに取り込みます。画面上に集計データが表示されるので、保存
の必要があれば「動作」 ⇒ 「保存」 ⇒ 「ファイルへ保存」 を選択します。 
B. 「取り込みと保存」： メーターのデータを PCに取り込むと同時に記録します。記録されたデータは後で自
由に復帰させることができます。 
「取り込みのみ」、「取り込みと保存」 のどちらかを選択すると、メーターからデータを取り込みます。 

 
② 
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⑥ 動作 
１. 「印刷 ― プリンターへ」： 画面に表示された集計データをプリントアウトする際に使用します。 
２. 「保存 ― ファイルへ保存」： 取り込んだデータを保存します。 

ファイル形式はMicrosoft Excel97 
                  Microsoft Excel95 
                  CSV 
                  TSV 
                  Text File 
                  DBF4 
    の 6種類の中から選択できます。 
３. 「コピー ― クリップボードへコピー」： 取り込んだデータをクリップボードへコピーします。 
  Word等への貼り付けを行うことが可能です。 
４. 「ツール ― データベースのクリア」： データ保持期限以前のデータをすべてクリアします。 

 
⑦ ヘルプ 
１. 「ヘルプ」： Data Exchangeのアイコンの説明を表示します。 
２. 「トピックス」： Data Exchangeのヘルプメニューを表示します（現状英語表記） 
３. 「データエクスチェンジについて」： Data Exchangeのバージョンを表示します。 
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Ⅱ．データエクスチェンジの操作 

データエクスチェンジを起動する 
・メーリングマシンとＰＣが専用ケーブルで接続されていることを確認します。 
・ＰＣのデスクトップ画面から「スタート    」 ⇒ 「プログラム」 ⇒ 「Pitney Bowes Data Exchange」 ⇒ 
「Data Exchange」 を開きます。 

 

メーターと接続しデータを受け取る 
初期画面から、「選択⇒メーター」 をクリックします。下の画面が表示されますので、「取り込みのみ」 か「取り込
みと保存」 のどちらかを選択します。 

・取り込みのみ： メーターのデータを PCに取り込みます。画面上に集計データが表示されるので、保存する
のであれば、「動作 ⇒ 保存 ⇒ ファイルへ保存」 を選択します。 

・取り込みと保存： メーターのデータを PCに取り込むと同時に記録します。記録されたデータは後で自由に
復帰させることができます。 

※「取り込みのみ」、「取り込みと保存」 のどちらかを選択すると、メーターからデータを取り込み、画面に表示し
ます。 
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選択した記録を見る 

・「選択」 ⇒ 「記録」 を選択します。 
・「メーターシリアル番号」 を選択します。 
・「取り込み 日付／時間」 から見たいデータを選択します。データはメーターからデータを受け取った「取り込
みと保存」 をクリックした）日時が降順で表示されます。 
・「OK」 をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・画面上に選択したメーターのデータが表示されます。 
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データを印刷する 
・「動作」 ⇒ 「印刷」 ⇒ 「プリンターへ」 をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・プリンタを選択し、「印刷」 をクリックすると選択したメーターの部門集計データがプリントされます。 
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データを保存する 
・「動作」 ⇒ 「保存」 ⇒ 「ファイルへ保存」 をクリックします。 
・「名前を付けて保存」 ウィンドウで、ファイル名を付け、保存したいファイル形式を 「ファイルの種類」 から選
択し、「OK」をクリックします。選択できるファイルの種類には、Microsoft Excel97、 Microsoft Excel95、CSV、
TSV、Text File、DBF4の 6種類があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※「ファイルへ保存」 と「クリップボードへコピー」 の違い 
「ファイルへ保存」 は、メーターのデータをテキストファイルや CSV形式に変換して保存するため、EXCELや
ACCESSなどのアプリケーションでファイル処理することが可能です。 一方、「クリップボードへコピー」 の場
合は、データエクスチェンジで取り込んだデータイメージを画面にそのまま貼り付けるだけです。あとでデータ
を何らかの形で加工処理する場合は、「ファイルへ保存」 の方が利用範囲が広いと言えます。 
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クリップボードへコピーしMicrosoft Word文書へ貼り付けしたサンプル 
 

接続機器:               P7B0 
ﾒｰﾀｰｼﾘｱﾙ番号:          119997 
ﾒｰﾀｰ PCN:             P7B0 
ﾒｰﾀｰ 日付/時間:          2004/08/19  14:51:19 
ﾒｰﾀｰ使用状況:            OK 
通数累計:                705 
使用累計額:              577,955 
残額:                    32,045 
装置総合計:              610,000 
開始日:                2004/08/19    14:11:55 
最終日:                2004/08/19    14:20:34 
期間使用通数:             29 
期間使用金額:             3,835 
           
ｿｳﾑ                           4             320 
ｹｲﾘ                           2             240 
ｴｲｷﾞｮｳ                        2             560 
ﾋﾟﾂﾆ-                         0               0 
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ                      4             400 
ｼﾞﾝｼﾞ                         3             270 
ｷﾞｼﾞｭﾂ                        1           1,200 
ｻﾌﾟﾗｲ                         0               0 
ﾌﾞﾂﾘｭｳ                       13             845 
ﾋｼｮ                           0               0 
ﾌﾞﾓﾝｺﾞｳｹｲ                    29           3,835 
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ツール 
・「動作」 ⇒ 「ツール」 ⇒ 「データベースのクリア」 をクリックし、「クリア」 を選択するとデータ保持期限以
前のデータをすべてクリアします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ヘルプ 

「ヘルプ」 ⇒ 「ヘルプ」 をクリックすると、データエクスチェンジ画面上に表示されるアイコンの説明一覧を表
示します。 
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トピックス 

「ヘルプ」 ⇒ 「トピックス」 をクリックすると、Data Exchangeのヘルプメニューが表示されます。ただし、現
状は英文表記になっています。 
 
データエクスチェンジについて 

「ヘルプ」 ⇒ 「データエクスチェンジについて」 をクリックすると、Data exchangeのバージョンを表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

データエクスチェンジを終了する 

「プログラム」 ⇒ 「終了」 をクリックするか、データエクスチェンジウィンドウ画面右上隅の 「閉じる」ボタ
ンをクリックします。 
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Ⅲ．DM シリーズ用部門管理 
DM100/100S/DM300c/DM400c/DMシリーズにて部門集計情報の取り込み・部門作成・部門削除・部門名の変更・
データクリア・データ設定等を行うことが出来ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
部門管理－部門集計（DMシリーズ用）をクリックします。下の画面が表示されます。 
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① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
① 部門集計ステータス 

接続しているメーター部の集計タイプ、パスワードステータス、部門数を表示します。 
② 部門集計 

1) セットアップ 
小数点設定： 取り込んだ集計情報の表示小数点桁数を設定します。通常 「#,###,##0」 に設定します。
この設定にしてから取り込みを行います。 

2) 終了： 部門集計（DMシリーズ用）画面を終了させます。 
③ ツール 

・小計データ計算： 中小部門がある部門の小計を計算します。計算する部門を選択し（青く反転させる）、     
「小計データ計算」をクリックします。 
・全部門情報クリア： 全部門内容（使用通数・使用金額）をクリアします。 
・全部門削除： 全ての部門を削除します。 
・ファイルへ部門の保存： 登録されている部門名を保存します。 
・ファイルから部門の読み取り： 保存した部門名をメーターに復帰させます。 

 

② ③ ④ ⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 
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④ ヘルプ 
Data Exchangeのヘルプメニューを表示します。ただし、現在のところ英文表記になっています。 

 
⑤ 部門名 

部門作成、部門名変更を行う際にここに入力します。 
 
⑥ 部門データ 

選択した部門の通数情報・金額情報を表示します。ここでは更に任意の部門の使用通数、使用金額を入力できま
す。ただし、すでに通数データ・金額データが入っている部門にデータ設定をすることは出来ません。 

 
⑦ 部門情報取込 

メーター内の部門データ（使用通数、使用金額）を取り込み、画面に表示します。 
 
⑧ 部門作成 

「部門名」 欄に大部門 ID（部門番号）、部門名、中部門名、小部門名を入力し、このキーをクリックすることに
より部門が作成されます（DM100/100S/300c/400cは部門名のみ入力可）。 

 
⑨ 部門削除 

削除したい部門を選択し、このキーをクリックすることにより部門が削除されます。 
 
⑩ 部門名変更 

変更したい部門を選択し、「部門名」 欄に新しい部門名を入力しこのキーをクリックすることにより部門名が変
更されます。 

 
⑪ データクリア 

使用通数・使用金額をクリアしたい部門を選択し、このキーをクリックすることによりゼロクリアされます。 
 
⑫ データ設定 

部門を選択し、「部門データ」 欄に通数と金額を入力後このキーを押すことによりデータが保存されます。ただ
し、既に通数データ・金額データが入っている部門にはデータ設定出来ません。 
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